
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 3月期決算および中期経営計画を発表 
  

5月 12日（月）、当社は堺本社多目的ホールにて、2024年度の決算説明会を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 2024年度のブランド事業は、3セグメントすべてが増収となり、営業利益も、円安によるマイナス影響がある 

なか、前年同期比23.1%増の816億円と増益となりました。デバイス事業についても、減収となったものの、ディス

プレイ事業の構造改革が進み、営業赤字が大幅に縮小しています。この結果、全社トータルの売上高は2兆

1,601億円と前年度を下回りましたが、営業利益273億円・経常利益176億円・最終利益360億円といずれも   

大きく改善し、黒字化しました。加えて、売上高・各利益ともに公表値を上回っております。 

 

【中期経営計画について】  

 「誠意をもって人々の日常を見つめ、誠意をもって新たな体験を提案する」これは、創業の精神をより深く社内

に浸透させることを狙いとして、「経営理念・経営信条」に沿って策定した新たな指針、Our Missionです。この  

ミッションを共通の合言葉に、日々の事業活動の中で、創業の精神、「経営理念・経営信条」にこだわりを持ち

ながら、シャープらしい価値創造に取り組んでまいります。 

 

基本戦略としては、 1.ブランド事業のグローバル拡大と事業変革の加速、2.持続的な事業拡大を支える  

成長基盤の構築、3.成長をドライブするマネジメント力の強化の3つに重点的に取り組むことで、競争力の向上

を図るとともに財務基盤の改善を進め、再び成長軌道へと舵を切ります。 

  

 中期経営計画を着実にやり遂げ、再成長を実現するとともに、将来の飛躍に向けた確かな基盤を構築して 

まいります。 

 

シャープ通信 
2025年 7月 vol.48 

「シャープの今」をお届けします。  広報部 

≪動画インタビュー≫中期経営計画について沖津社長に聞きました 
  

当社は 5月 12日（月）、中期経営計画を発表しました。 
中期経営計画について社長 CEO 沖津さんに伺いましたので、 

右記 QR コードから動画をご覧ください。 

URL：https://blog.jp.sharp/family/ceo/2025/05/21/30594/ 

 

 

 

 

左から、専務執行役員CFOの小坂さん、代表取締役 社長執行役員 CEOの沖津さん、IR部長の中道さん 

https://blog.jp.sharp/family/ceo/2025/05/21/30594/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  シャープ事業説明会を開催 ―ブランド事業および研究開発の戦略をご紹介― 
  

6月 17日（火）、当社東京ビル（東京都港区）にて事業説明会を実施しました。本年 5月 12日に発表した

2025-2027年度中期経営計画で中核と位置付けるブランド事業および研究開発の戦略について、ご参加いた

だいた 149名のメディア・証券アナリストおよび機関投資家の方々へご紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず常務執行役員 Co-COO 兼 スマートライフビジネスグループ長の菅原さんから、スマートライフビジネス

事業の全体戦略における 3つの重点取り組みや、これに含まれる調理家電など個別の事業戦略について  

説明しました。続いて執行役員 Co-COO 兼 スマートワークプレイスビジネスグループ長の小林さんが登壇

し、スマートワークプレイスビジネス事業のビジョンや基本戦略、そして各セグメントの戦略について説明しまし

た。最後に専務執行役員 CTOの種谷さんからは研究開発戦略について説明しました。当社のコア技術である

エッジ AI、CE-LLMや、ソリューション創出へのオープンイノベーション強化、EV、Industry DX・Robotics産業、

Space Industry産業などを紹介しました。 

会場には各事業主要製品の一部を展示し、ご参加いただいた皆様にご覧いただきました。 

【製品展示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明会にてご紹介した内容について、詳細は右記 QR コードよりご覧ください。 

URL： https://blog.jp.sharp/2025/06/17/51558/ 

左から、執行役員 Co-COO 兼 スマートワークプレイスビジネスグループ長の小林さん、 

常務執行役員 Co-COO 兼 スマートライフビジネスグループ長の菅原さん、専務執行役員 CTOの種谷さん 

2025 年 5 月より法人向けレンタルサービスを 
開始したアイススラリー冷蔵庫 

北米向けキッチン。右から 2 つめは今年発売した 
調理時間を従来の 1/3 まで短縮する高速オーブン 

4K mini LEDテレビ『AQUOS XLED』 
＜4T-C65HP1＞ 

消費電力 0Wで表示保持が可能な A2
サイズ ePoster とソーラー発電ユニット 

インダストリーDX 上水道/下水道 
検査システム 

https://blog.jp.sharp/2025/06/17/51558/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4K有機 ELテレビ 「AQUOS QD-OLED」「AQUOS OLED」計 8機種および 
4K mini LEDテレビ「AQUOS XLED」5機種を発売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■4K有機 ELテレビ 「AQUOS QD-OLED」「AQUOS OLED」の主な特長 

1．最新世代「量子ドット有機 EL パネル」の輝度性能を最大限に引き出し、輝きが約 2倍※1に向上 

＜HS1 ライン＞ 

2．「空間認識 AI」が各被写体の前後関係を認識して明暗と精細感を自動補正。奥行きのある臨場感豊かな

映像を表現 

3．全 8機種中 7機種※2において省エネ目標基準値※3100%を達成 

 

■4K mini LEDテレビ「AQUOS XLED」主な特長 

1．高輝度・広色域「N-Black Wide パネル」のきめ細かな明暗制御と光反射シートにより、輝きが約 1.5 倍※4に  

向上＜HP1 ライン＞ 

2．「空間認識 AI」が各被写体の前後関係を認識して明暗と精細感を自動補正。奥行きのある臨場感豊かな 

映像を表現 

3．全 5機種において省エネ目標基準値※3100%を達成 

 
※1 当社有機 ELテレビ＜HS1 ライン＞と＜GS1 ライン＞（2024年発売）との輝度（ピーク）の比較において。 
※2 ＜4T-C42HQ2＞を除くモデル。 
※3 テレビやエアコン、冷蔵庫など、資源エネルギー庁が定める特定 32 品目の製品ごとに設定された省エネ性能の目標基準値です。 
※4 当社 mini LED テレビ＜4T-C65HP1＞と＜4T-C65GP1＞（2024 年発売）との輝度（ピーク）の比較において。 

 

  

左から、＜4T-C65HS1、4T-C65HQ1、4T-C65HQ2＞ 左から、＜4T-C75HP1、4T-C43HP2＞ 

  小型月着陸実証機「SLIM」が「第 54回日本産業技術大賞」文部科学大臣賞を受賞 
  

日刊工業新聞社が主催する「第 54回日本産業技術大賞」において、小型月着陸実証機（SLIM）が文部科学

大臣賞を受賞しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本産業技術大賞は、日本の産業技術の発展に貢献した技術成果を、学識経験者などで構成される審査

委員会が毎年選定し、開発・実用化した企業やグループを表彰する制度です。 

 

 今回、文部科学大臣賞の表彰対象となった「SLIM」には多くの企業がかかわっており、宇宙航空研究開発 

機構（JAXA）と、シャープエネルギーソリューション株式会社(SESJ)を含む 12社合同での受賞となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「文部科学大臣賞」の賞状と楯 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ WEB社内報をご覧いただけます！！ 
    URL： https://blog.jp.sharp/family/ 

    または、こちらの QR コードからアクセスしてみてください！！ →   

 

スマートフォン「AQUOS R10」および「AQUOS wish5」を商品化 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 スマートフォン 2025夏モデル「AQUOS R10」「AQUOS wish5」を発表しました。「AQUOS R10」は、ピーク輝度

3,000nitの明るいディスプレイやパワフルなステレオスピーカーを搭載し、「生で観るより生々しい」臨場感あふ

れる視聴体験を楽しめるハイエンドモデルです。また「AQUOS wish5」は、スマートフォンとして初めて※2振動で

発動する防犯アラート機能を搭載、「超いいよりも、ちょうどいい」使いやすさを追求したベーシックモデルです。 

 

リブランディングの成果もあって、24年度もお客様からのご支持をいただき、8年連続で国内出荷台数

Android No.1を達成したことや、法人向けも好調なことを説明しました。続いて、AQUOSの AI戦略について

「半歩先行くモバイル UX」をキーワードに、カメラの画像処理や「電話アシスタント」の進化をご紹介しました。 

 また海外でも展開し※56両モデルを台湾やシンガポールで、AQUOS R10はインドネシアでも販売します。 

 

※5 2025 年 5 月 29 日時点。AQUOS R10 インドネシア向けについては 12 月下旬以降に発売予定。 

ウォーターオーブン「ヘルシオ」2機種を発売 

  
  
  

 

 

 

 

 

 

 

■主な特長 

1．業界初※6、生成 AI技術を活用した音声対話が可能な新サービス「クックトーク※7」の提供を開始。自然な 

会話で、献立や「ヘルシオ」の使いこなしかたをアドバイス 

2．1～2人分のグリル調理が手軽にできる「ヘルシオトレー」の用途が拡大。専用メニューを追加し、「ヘルシオ

あたため（おいしさ復元）」にも対応※8 

3．レンジ調理が自動でできる「らくチン 1品」が、冷凍食材に対応 

 
※6 国内家庭用 100V オーブンレンジと連携するレシピサービスにおいて。2025年 6月 11 日開始（当社調べ）。 
※7 ご利用には「COCORO HOME」アプリへの対象「ヘルシオ」の機器登録、「COCORO KITCHENレシピサービス」へのログインが      

必要です。 
※8 ＜AX-LSX3C＞は揚げ物／焼き物／蒸し物／パン、＜AX-RS1C＞は揚げ物／焼き物／パンに対応。 

「AQUOS R10」（左から、カシミヤホワイト、 
チャコールブラック、トレンチベージュ） 

「AQUOS wish5」（左から、MISORA、NADESHIKO、 
WAKABA、YUKI、SUMI） 

左より、ウォーターオーブン「ヘルシオ」＜AX-LSX3C-B（プレミアムブラック）＞、「クックトーク」画面（イメージ） 

https://blog.jp.sharp/family/

